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設立趣意書

かつてない規模の東日本大震災の被害の状況を目の当たりにし、全国各地、各セクターにおいて被災地支援の動きが
始まっています。

今後、復興は長期にわたると思われ、日本中が力を合わせ、復興の道を被災地のみなさまとともに歩む必要があると
思います。

私たちNPOに関わるものとしては、そうした動きに参加しつつも、独自に、被災地のNPOが全国のNPOと連携し、
復興の過程において有効な活動を展開することができるようにすることが不可欠だと考えます。

「支援者への支援」です。

日本において、NPOが独自の存在感と役割を示す多元的な社会をめざしてきた私たちとして、大きな打撃を受けた
であろう被災地のNPOが早期に立ち直り、また、新しく結成され、復興の過程において有効な活動を展開することが
復興全体においても重要だと考え、復興のための継続的な活動を行うNPOを支援するという課題に取り組みたいと考
えます。この場合のNPOには、特定非営利活動法人（NPO法人）だけでなく、任意団体、各種公益法人、協同組合、
地縁組織、社会的企業などのサードセクター組織を広く含めて考えます。

NPOが活動をすることで、雇用を創出し、被災者・被災地目線の肌理の細かなサービスを継続的に提供することが
できます。

私たちの活動として具体的には、復興に関わるNPOに資金、物資、人員を投入すること、そのための資金、物資、
人員を広く募集すること、被災地の各分野のNPOに対して、他の地域のNPOが直接に連絡を取りながら中期的に支援
していくような関係をマッチングすること、避難された被災者のみなさまの受け入れができるNPOの情報を収集しそ
の活動を支援することなどに取り組みます。

また、こうした活動のなかで企業や政府行政と連携するとともに、企業、政府行政への提言も行っていきます。

２０１１年４月２４日

東日本大震災復興NPO支援・全国プロジェクト設立総会
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わたしたちが、行うこと

基本方針
中長期的な復興の支援をするために、被災地のNPOをはじめとし復興に貢献するNPOの活動を支援
していきます。

活動方針
1. 被災地で活動するNPOが必要とする、モノ、カネ、ヒト（専門性）などの情報を集約し、被災地

で活動するNPOのサポート体制をつくります。
• そのための資金、人員を広く募集すること
• 被災地の各分野のNPOに対して、他の地域のNPOが直接に連絡を取りながら中期的に支援して

いくようなマッチングをしていくこと（NPOとNPOをつなぐ）

• 被災地のハブとなるNPOに資金、物資、人員を投入すること

2. 避難された被災者のみなさまの受け入れができるNPOの情報の収集と活動支援をしていきます。

3. 基金を設置する場合は、中長期的な復興につかえるように、NPOの支援に使うという特色を持た
せます。

4. 政府・行政への提言を行う

5. 企業・団体等に連携を広く呼び掛ける
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例：東海プロジェクト
支援の流れ（１）
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支援の具体例（高齢者の方への支援）

被災地
の高齢
者支援
NPO

被災地
のハブ

被災地
NPO支援

全国プロ
ジェクト

各地域
プロジェクト

東海の
高齢者
支援NPO

企業

寄付を集め
ている組織

被
災
地
の
高
齢
者

SOS支援依頼
情報集約・
提供

支援を必要
とするNPOを
紹介

支援を必要
とするNPOを
紹介

資金提供

車の提供

ボランティア派遣

ヘルパーの派遣 必要な物資の提供

きめ細やか
なサービス
の提供

報告

報告

ノウハウの提供

経営のための
サポート



7

支援の具体例 （アレルギー患者への支援）
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例：東海プロジェクト
支援の流れ（２）
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支援の具体例（障がい者とその家族への支援）
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他地域の企業やNPO、寄付を集めている組織等が被災者を支

援しているNPOの活動を支えることで、

1.被災地のNPOの活動基盤が整備されていきます。
2.それにより、被災地のNPOが現地の人々を雇用することが

できます。
3.被災地のNPOが継続的なサービス提供し、着実な復興をめ

ざしていくことができます。

私たちは、組織化され自らの意思で継続して活動ができる

NPOを全国各地、各セクターの組織とともに

数多く育成支援していきます。
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救援から復興へ
たとえば今、避難所で他地域のボランティアなどが行っている活動を、地
域の人による組織化されたNPOなど社会的企業による主体的な事業へ

ＮＰＯや社会的企業が活動することで、雇用を創出し、
肌理の細かな継続的なサービスを提供する

避難所で炊き出しを行っている 高齢者などへの配食サービスを始める

救援物資として野菜などを届けている 独自ルートにて仕入れを行い、市場を開設する

避難所で高齢者の方のお世話をしている
居宅サービス、入浴サービス、移送サービス

たすけあい活動などを始める

避難所で子どもの世話をしている 保育サービスほか子育て支援事業を始める

避難所で子どもたちに勉強を教えている フリースクールや若者の職業訓練を始める

避難所で障がいのある方のお世話をしている 障がい者のある方とともに仕事を始める
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被災地を始め、
復興のために
必要なサービ
スをNPOや社
会的企業が創
出し継続的に
提供する

必要なサービ
スをうけるた
めの利用者へ
の補助金制度
がある。

必要なサービ
スを使うこと
ができる

雇用の機会が創
出され、労働の
対価が支払われ
る

ボランティアの支援を受けたり、物資をもらうから
⇒自ら社会課題を解決する担い手となりサービスの提供主体者となる


